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小豆島ふるさと村の概要
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項目 内容

名称 小豆島ふるさと村

接する道路の路線
名

県道 三都港平木線
町道 室生北港線

所在地 香川県小豆郡小豆島町室生2084番地1

構成施設

総合管理棟（情報発信施設、喫茶、特産品等販売）
エントランス広場
夢想館（展示施設）、手延そうめん館（体験、加工施設）
駐車場（普通車49台/大型車4台/身障者用2台）
屋外トイレ（２棟）
国民宿舎小豆島、ふるさと荘（宿泊施設）
交流センター

その他の施設

簡易宿泊施設（１１棟）
キャンプ場、プロムナード
体育館、テニスコート、グラウンド
EV充電スタンド（急速、普通）



小豆島ふるさと村の位置図
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小豆島ふるさと村の配置図
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小豆島ふるさと村再整備事業のこれまでの経緯

年 月 できごと

令和２年１０月～
小豆島ふるさと村将来ビジョン検討会を開催
（計７回）

令和３年１１月 小豆島ふるさと村将来ビジョンを策定

令和５年 ６月～
小豆島ふるさと村全体整備基本計画策定委員会を開催
（計４回）

令和６年 ２月 小豆島ふるさと村全体整備基本計画を策定

令和６年 ３月 地元説明会（室生及び浜条地区）の開催

令和６年１０月～
１１月

サウンディング型市場調査を実施
ＷＥＢ及び対面にて２２社と対話

令和６年１２月 サウンディング型市場調査の結果公表

令和７年 ２月 小豆島ふるさと村再整備の方向性を町議会にて報告

令和７年 ４月 地元説明会（室生及び浜条地区）の開催
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小豆島ふるさと村再整備事業全体計画平面図
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事業スキーム（案）

・令和６年の市場調査の結果から、「事業①」宿泊ゾーンの事業推進の可能性を確認

・従業員の雇用確保や財政負担の状況から、事業全体を一気に着手するのは困難と判断

１．「事業①」の宿泊ゾーンの公募条件等を整理、令和７年度中に先行して公募を実施

２．「事業②③」は、「事業①」の進捗に合わせ、現状活用を継続、整備手法等を再検討

先行公募

事業①

現状活用

事業②
現状活用

事業③

p. 6



長期的なスケジュール（案）

令和７年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

事
業
①

事
業
②

事
業
③

【設計

・許認可等】
【建設】 【事業開始】

用地

交渉

事業提案
公
募

・
協
定
等
締
結

・
詳
細
協
議

・
事
業
者
選
定

公
募
準
備

用地測
量等

道の駅・海の駅
及びキャンプ場
事業化検討

官民対話の
継続等

公募準備

用地

交渉

事業提案
公
募

用地測
量等

・
協
定
等
締
結

・
詳
細
協
議

・
事
業
者
選
定 【設計

・許認可等】 【建設】 【事業開始】
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副町長
企画財政課
（予算・交通）

農林水産課
（１次産業）

建設課
（インフラ整備）

生涯学習課
（教育施設）

小豆島ふるさと村
（指定管理者）

商工観光課
（事務局）

令和３年１１月
将来ビジョン策定

令和６年２月
全体整備基本計画策定

令和６年１１月
市場調査実施

市場調査～公募に向けた本格的な協議 中長期にわたる再整備の検討
※副町長をリーダーとする関係課による庁内プロジェクトチームの組成
※再整備に向けた有識者等を含めた再整備検討委員会の設置

観光・交通及び産業の結節点として、
まちづくりと相乗効果を発揮する施設

令和7年度中
公募開始（目標）

人と自然・再び島をつなぐ
ECO VILLAGE

～持続可能なしまづくり～

あるべき姿 コンセプト

学識経験者
（大学等）

民間事業者
（観光等）

地域住民
（自治会・議会等）

その他
利害関係者

【庁内プロジェクトチーム】

【小豆島ふるさと村再整備検討委員会】

総務課
（財産管理）

再整備に向けた検討委員会とプロジェクトチームの設置
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